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問題 

 

※ うｐ主が手計算で解いたものです。どうせ間違いだらけだろうと思いますが、おかしな

ところがあれば、各自で修正してくださいな(´・ω・｀) 

明らかな間違いを発見された方は、wikiのコメント欄に書き込んでくだされば、皆さん

のためになると思いますので、是非そうしてください。 

 

1, 次の定積分の値を求めよ ： 
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2, 次の定積分の値を求めよ ： 
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3, 次の定積分の値を求めよ ： 
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<置換積分法> 
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4, 次の定積分の値を求めよ ： 
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※ 公式使用 

 
2

1

22
2

1

2 1log1
2

1
1





  xxxxdxx

 



      

    111log11142log142
2

1


 

      

    1log032log32
2

1


 

      

 32log32
2

1


 

      

)32log(
2

1
3 

 

 

 

5, 次の定積分の値を求めよ ： 
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<部分積分法> 
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6, 次の極限値を求めよ ： 
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※ 公式使用 
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7, つぎの不等式を証明せよ ： 
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それぞれ積分すると、常には等号が成り立たなくなるので、 
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8, つぎの不等式を証明せよ ： 
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＜証明＞ 
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9, つぎの不等式を証明せよ ： 
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xlog は 0x で定義されるため、 00x 付近で極限をとって考える。 

（広義積分を行う。）
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したがって、 

e
ee

n

n
n

n

n

n

n

n

1
lim

!
lim 1

!
log

 


 

 

 


